
静岡赤十字病院を受診 された患者 さんヘ

当院では下記の臨床研究を実施しております。

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供さ

れることを希望されない場合は、下記の間い合わせ先にお問い合わせ下さい。

承認番号

研究課題名

N0 2018-2フ

破裂性腹部大動脈瘤に対する開腹手術とステン トグラフ ト内1薫

術の治療選択に関する全国多施設観察研究

当院の実施責任者研究

及び職名
静岡赤十宇病院 血管外科 部長 新谷 恒弘

他の研究機関および

各施設の研究責任者
破裂んヽヽ 研究委員会

卜実施基準管理委員会

多施設共同研究

日本血管外科学会

日本ステン トグラフ

研究期間 (西暦)

倫理委員会承認日～2025年 12月 31日 (症例登録期間は 2018

年 1月 1日 から2021年 12月 31日 まで)

研究の 目的

破裂性腹部大動脈瘤は未だに死亡率の非常に高い救急疾患であ

り、通常その死亡率は 18～40%と 言われております。治療法として

は、従来の開腹手術にカロえて、ステントグラフト内挿術という新

たな治療法が破裂性大動llFt瘤 にも使用できる場合があり、救命率

の改善を期待して、近年、破裂例に対するステントグラフトの使

用が急増しております。しかし、実際のところ、ステントグラフ

ト内挿術によって救命率が改善しているのかどうかは意見が分か

れており、また、どのような症例であればステントグラフト内挿

術がより適していて、どのような症例なら開腹手術が選択される

べきなのかも、十分に分かっておりません。

本研究の目的は、破裂性腹部大動脈瘤症例の治療内容を全国か

ら広く集め、多数の症例のデータを解析することで、開腹手術が

適する症例とステントグラフト内挿術が適する症例を明確にし、

そうしたデータに基づいて適確な治療法を導くことで、日本にお

ける破裂性腹部大動脈瘤の救命率向上を目指します。

研究の内容

破裂性腹部人動脈瘤が発症してから退院するまで、その診療内

容 (含む血液検査結果や検査画像ならびに破製に関する画像)を

データとして使用させていただきます。そうして集まってきた破



裂性腹部大動脈瘤のデータを角早析し、どのような症例でステント

グラフト内挿術がより有効なのか ?どのような手術手技が救命率

向上をもたらすのかを研究します。

個人情報の取扱い

多施設共同研究グループ内 (提供先 :NCDと いう全国の手術デ

ータを登録している機関、および日本血管外科学会 )(提供方

法 :電子データ登録 )

なお、登録されたデータは特定の関係者以外はアクセスできない

状態で、厳重に管理されます。

問い合わせ先

(拒否等受付窓口)

【研究担当者】

所属 :静岡赤十宇病院 血管外科

氏名 :新谷 恒弘

住所 :静岡県静岡市葵区追手町 82

電話 :054‐ 254‐4311


